
令和５年度第３回警視庁Ⅰ類教養試験解答・解説（令和６年１月７日実施）

No. 解答 一行解説

1 3 ⑴常会には会期がある（150日間、延⾧は１回まで）。⑵「内閣は、国会の臨時会の召集を決定

することができる。」（53条前段）⑷「内閣は、国に緊急の必要があるときは、参議院の緊急

集会を求めることができる。」（憲法54条２項ただし書）⑸法律案について、衆議院に先議権

はない。
2 2 ⑴主に幸福追求権（憲法13条）が根拠になると考えられている。⑵現代では個人が行政に対し

て個人情報の保護を積極的に求めるようになった。⑶知る権利は、国民が政府の活動を監視する

のに役立つ。⑷現時点では、最高裁はアクセス権を認めていない（最判昭62・４・24参照）。

⑸自己決定権には、医療分野のほか、家族のあり方や、髪型・服装に関するものなどがある。
3 4 ⑴プラトン→アリストテレス ⑵国王→ヘンリー・ブラクトン（法学者）、絶対主義→法治主義

⑶「人民の人民による人民のための政治」は、リンカーンの言葉 ⑸国家の主権は絶対かつ永

久・不可分であるとし、君主が主権を握り、あらゆる分野で絶大な権力を行使することは、法治

主義ではなく絶対主義

4 1 Aには「恐怖からの自由」が入ることは明白であるから、この時点で選択肢は⑴と⑵に絞られ

る。また、Dには人権状況の改善を勧告している機関が入るところ、その名称からして、「人権

理事会」が入ることが分かることから、⑵は誤りであることが分かる。
5 5 ⑴消費者保護法→独占禁止法 ⑵高くなる→低くなる ⑶下方と上方が逆 ⑷均衡価格→管理価

格
6 4 ⑴GATTは第二次世界大戦後の国際経済体制を再建する目的で発足した。⑵GATT３原則は「自

由・無差別・多角」。⑶第８回目のウルグアイラウンドについての説明である。⑷WTOでは、

GATTよりも紛争解決をする力が強まったということである。⑸セーフガードも認められている

（WTOのセーフガードに関する協定）。

7 5 ⑴の要件は、「特定感染症の患者等であるとき」に明確化された。⑵の新型コロナは昨年５月に

五類感染症への移行に伴い、特定感染症には該当しなくなった。⑶にいう要求のうち、手段・態

様が不相当なものは、宿泊拒否事由に該当すると考えられている。⑷の要求は、繰り返して行わ

なければ、特定要求行為には当たらない（旅館業法５条１項３号）。⑸に掲げる２つの行為は、

宿泊を拒むことができる事由として、新たに追加された「特定要求行為」に当たると考えられて

いる。
8 1 昨年８月の「インド」による月面への無人探査機の着陸成功は、旧ソビエト、アメリカ、中国に

次いで、世界で４か国目である。

9 2 地方公共団体情報システム標準化基本方針に基づき、「ガバメントクラウド」による自治体シス

テム標準化が進められている。
10 1 ⑴岩宿遺跡は、旧石器時代の存在が日本で初めて発見された遺跡である。⑵三角縁神獣鏡及び銅

鏡は古墳時代。⑶竪穴式石室及び粘土槨は古墳時代。腕輪型石製品も古墳時代と考えられる。⑷

小石器を木や骨の柄に埋め込んで用いるのは「細石器（細石刃）」。⑸環濠集落は弥生時代。
11 3 ⑴御家人の組織・統制は侍所、裁判は問注所、一般政務等は公文所。⑵元寇の時の執権は第8代

北条時宗、北条泰時は第3代執権で1242年に没。⑷源義朝ではなく源義経。⑸惣領と庶子の記述

が逆。
12 2 ⑴カトリックとプロテスタントが逆。⑶ヴァレンシュタインは神聖ローマ帝国（カトリック）の

総司令官。⑷フランスはプロテスタント側として参戦した。⑸アウクスブルクの和議は1555年

の出来事、三十年戦争の終結は1648年のウェストファリア条約による。
13 4 ⑴李氏朝鮮を建国したのは李成桂。⑵木版印刷による出版は第3代太宗の時代、明に対しては朝

貢していた。⑶科挙制度は、1894年の大日本帝国の甲午改革による廃止まで続いた。⑸閔氏は

それまでの鎖国・攘夷政策から開国政策に切り替えた。



令和５年度第３回警視庁Ⅰ類教養試験解答・解説（令和６年１月７日実施）

No. 解答 一行解説

14 3 ⑴枝文の全てを満たす地図はないが、２つ以上の要素を満たす地図はある。⑵メルカトル図法

は、最短距離を表せないが海図には使用されている。⑷地形図は一般図に当たる。⑸カルトグラ

ムとは統計データに基づき地図を変形し、地域の特徴を視覚的に表現する地図をいう。
15 1 ラトソルは、やせた土地に残った鉄分の錆（さび）で赤くなった。ポドゾルは強酸性で養分が不

足している土壌。レグールはインドのデカン高原に分布する土壌であり、綿花栽培に適してい

る。なお、プレーリー土は、アメリカ中西部の草原（プレーリー）に分布する肥沃な土壌。
16 5 サピエンスと定義したのはリンネ、ファーベルと定義したのはベルクソン、ルーデンスと定義し

たのはホイジンガ、レリギオーススと定義したのはエリアーデ。
17 4 「たけくらべ」で分かる。茨木のり子は昭和の詩人、幸田文は昭和の小説家、野上弥生子は明治

から昭和までの小説家で「迷路」「秀吉と利休」など、与謝野晶子は明治から昭和の歌人で「み

だれ髪」「君死にたまふことなかれ」など。
18 2 ⑴答えに窮して、あたりを見回して本題とは別のことを言ってごまかす。⑶地位や目的とするも

のを得ようとして、お互いに競争すること。⑷あることに夢中になって、手のつけようもないこ

と。⑸「泥棒、ネズミ」をいう。
19 1 ⑴分かりやすく言い換えると、物事を率先することを意味する。⑵群れや集団を意味する。⑶文

学や美術を愛する人のことを意味する。なお、異国趣味はエキゾチシズムである。⑷「逆」説を

意味する。⑸リテラシーは、特定の分野についての知識や能力を意味する。なお、市場戦略は、

あえて言い換えるとマーケットストラテジーといったものである。

20 3 巻き数＊断面積＊磁束密度の変化（0.5/時間）=誘導起電力の式に当てはめる。

21 2 平衡定数K＝(1.4×1.4)/(0.3×0.3)となるため、⑵が正解。

22 4 Ａは「負（マイナス）」、Ｂは「＋」、Ｃは「速く」となる。

23 3 ⑴木星型惑星は木星・土星・天王星・海王星。⑵枝文は木星型惑星の説明。⑷金星の自転速度は

地球より遅く、公転の向きと逆向きに自転している。⑸枝文は火星の説明。
24 5 (1)sayは前置詞toを伴う。(2)speakは前置詞toを伴う。(3)explainは前置詞toを伴う。(4)tellは

前置詞toを伴わない。(5)talk someone into somethingは「～をするように説得する」という熟

語。全訳「私は母に自転車を買うよう説得した」。
25 2 全訳「私は先月までロンドンにいて、その後パリに向けて発ちました。」

26 4 (1)1段落「元々夜行性だった原始哺乳類の眼は鳥類と比べてかなり退化した」(2)4段落「多くの

哺乳類は側頭部に眼があるため立体視できなかったが、ショショニアスは（水平に並び、前方を

向いた眼を有していたため）立体視できた。」(3)6段落「進化の過程で、海に戻っていった哺乳

類もいた。それは鯨やイルカの祖先にあたる両生類のパキケトスが登場した時である。」(4)7段

落「色を識別できるようになるにつれて、一番若い葉を選別して食べられるようになった。」

(5)8段落「二足歩行によって脳が安定し、人類の直接の祖先である猿人への進化が始まった。」
27 1 (1)1段落「私が普段使うタクシー会社はドライバーに自身のことを日本風の最上級のもてなしを

もって紹介するよう指導しており、彼らは大抵、私の名前を呼んで挨拶をする。」(2)2段落3文

「最近私の住む街では、タクシー会社が客にポイントカードを提供することが流行っている。」

(3)2段落7文「日本のタクシーの需要はアメリカ同様とても高いが、日本はタクシー利用するに

あたって、あらゆる面でうまくやっている。」(4)3段落「アメリカ人が惹かれる日本のタクシー

の特徴は自動ドアである。」(5)4段落「多くの日本人は鞄をもっているので、自動ドアの存在

は、乗り降りの際にあたふたすることのないようにとても役立っている。」

28 2 1段落「体の前後の軸や体節を決定する遺伝子群」「体の部位が決定される」という表現、3段

落に限らず文章全体が「動物」について記述。
29 3 コーヒーの話をしているF→Bが確定。Fの「その」を指示する内容はD。Cの具体例を述べるAで

C→Aが確定。



令和５年度第３回警視庁Ⅰ類教養試験解答・解説（令和６年１月７日実施）

No. 解答 一行解説

30 3 3段落「自分を評価している人ーが、Kさんの仏頂面を続ける状態に対してどう反応するかをイ

メージしてみるのが1つの方法」と同内容の(3)が正解。

31 5 2段落「集中力が続く時間は、人によっても年齢によっても違います」。5段落「好きなことを

思う存分没頭して時間を忘れるという感覚を身につけます」最終段落「（集中力が切れる）要因

を意識して取り除くことができれば、集中時間は延びていく」。
32 1 最終段落「電子メディア社会では、権威ある著者＝特権的な書き手が消滅し、「著作権」とか

「個人のオリジナリティ」という発想が消滅しつつあり、無規制の活性化が生じてきている」
33 5 (5)は2段落1文・2文と同内容。

34 3 各条件を整理して組み合わせる。すると、Kが203、Aが302、Iが404となるパターンしか当ては

まるものがないことがわかる。
35 5 ベン図の典型問題。重なっているもの（2科目得意、3科目得意）の部分を考慮しながら、ベン

図の面積で考える。(18+18+18)-10-(5*2)=34
36 1 イメージを掴むのが大変。条件からCAF、CDE、FBEが一直線となり、それぞれを辺とした正三

角形のような位置関係となる。FがEの真北になる場合、必ずAはDの真北に位置する。

37 5 難易度は並だが、パターン分けが３種あるため、時間がかかる。きれいに場合分けするなら、B

とEの対戦が引き分けかBが勝つ場合で分けてみるとよい。
38 5 整理すると点数の高い順にD>E>C>A>B>Fでしか成立しない。

39 1 時計問題としては簡単。落ち着いて実際の時間を考えてみる。

40 4 最小公倍数56を利用して250～300個の範囲内で成立する277を9で割る。

41 5 各段において交差するものを落ち着いて数えればよい。

42 2 重心をイメージしながら小さい方の正四面体の高さを考えると、元の正四面体の3分の1である

ことが導ける。辺の比が１：３なので体積比は１：２７
43 4 どの辺がくっつくかは展開図の基本。山折り、谷折りに注意して復元してみよう。

44 5 再度広げた際、Ａは5枚、Ｂは6枚、Ｃは5枚に分かれる。

45 5 面積比で考えて、全体が縦３、横４の直角三角形であることから求める。

46 3 和と差がわかっているので、ＡもＢも求まる。計算を簡単にするのなら、いずれ13で約分する

ので、先に3952と2626を13で割り、304と202で考えるとよい。
47 4 ４の玉が４に入る確率は全体の4分の1。それ以外は必ず玉の数字が箱の数字より大きくなる。

48 3 各分数を考えると、1/2(1/k-1/k+2)であるとわかる。k=18までの総和は、1/2(1+1/2-1/19-

1/20)=531/760
49 3 ⑴20％は減少していない、⑵減少率は雑誌がもっとも大きい、⑷プロモーションメディアの

2021年の広告費は、総広告費の24％、⑸ラジオではなくテレビメディア。
50 2 アは平成16年が1057億円、令和元年が868億円で正、イは平成16年が879億円、令和元年が984

億円で正、ウは平成元年に比べて平成16年が減少しているため誤。正正誤の組み合わせは⑵の

みとなる。


